擬作詩としての明の陳贄「和『唐音』」 by 鈴木, 敏雄
一
三
頁
擬
作
詩
と
し
て
の
明
の
陳
贄
「
和
『
唐
音
』」
鈴
木
敏
雄
一
元
の
楊
士
弘
（
字
は
伯
謙
）
の
編
に
な
る
唐
詩
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
『
唐
音
』
所
収
の
各
詩
篇
（
唐
詩
）
に
、
明
の
陳
贄
（
一
三
九
二
－ 一
四
六
六
、
字
は
惟
成
）、
張
楷
（
一
三
九
八
－ 一
四
六
〇
、
字
は
式
之
）
等
が
そ
れ
ぞ
れ
唱
和
し
た
「
和
『
唐
音
』」
と
称
す
る
詩
群
が
、
そ
の
明
代
に
出
現
す
る
（
註
１
）。
た
と
え
ば
一
例
と
し
て
唐
の
沈
佺
期
の
「
遊
少
林
寺
」
詩
と
そ
の
唱
和
詩
を
挙
げ
れ
ば
、
次
の
ご
と
く
で
あ
る
（
戴
叔
倫
の
作
は
参
考
ま
で
）。
遊
少
林
寺
唐
、
沈
佺
期
長
歌
遊
寳
地
、
徙
倚
對
珠
林
。
雁
塔
風
霜
古
、
龍
池
歳
月
深
。
紺
園
澄
夕
霽
、
碧
殿
下
秋
陰
。
歸
路
煙
霞
晩
、
山
蝉
處
處
吟
。
遊
少
林
寺
唐
、
戴
叔
倫
歩
入
招
提
路
、
因
之
訪
道
林
。
石
龕
苔
蘚
積
、
香
徑
白
雲
深
。
雙
樹
含
秋
色
、
孤
峰
起
夕
陰
。
屧
廊
行
欲
遍
、
皓
首
一
長
吟
。
遊
少
林
寺
明
、
陳
贄
歩
入
招
提
境
、
鐘
聲
出
紺
林
。
逕
鋪
苔
蘚
滑
、
龕
隱
薜
蘿
深
。
嵐
靄
初
疑
霧
、
溪
雲
易
作
陰
。
老
禪
供
茗
罷
、
相
對
一
閑
吟
。
遊
少
林
寺
明
、
張
楷
歩
入
金
沙
地
、
相
邀
坐
竹
林
。
僧
歸
靑
嶂
寂
、
龍
臥
碧
潭
深
。
石
澗
流
春
乳
、
松
堂
落
午
陰
。
高
懷
殊
未
已
、
臨
別
更
沈
吟
。
遊
少
林
寺
明
、
邵
寳
西
出
登
封
縣
、
來
尋
古
少
林
。
幢
開
靑
嶂
近
、
鐘
隱
白
雲
深
。
雨
積
溪
初
霽
、
峰
遮
日
早
陰
。
長
廊
詩
刻
滿
、
拂
拭
倩
僧
吟
。
こ
れ
ら
五
首
の
う
ち
明
代
の
三
首
は
、
い
ず
れ
も
沈
佺
期
の
詠
を
原
唱
と
す
る
も
の
で
あ
り
、『
唐
音
』
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
戴
叔
倫
の
詠
へ
の
唱
和
で
は
な
い
。
い
ず
れ
も
形
式
的
に
韻
字
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
、
和
韻
詩
（
次
韻
詩
）
で
あ
っ
て
、
こ
の
「
和
『
遊
少
林
寺
』」
詩
群
に
在
っ
て
は
、
原
唱
の
「
林
」「
深
」「
陰
」「
吟
」（
上
平
声
一
二
「
侵
」
韻
）
の
四
韻
に
、
そ
の
韻
字
の
順
序
を
変
え
る
こ
と
な
く
唱
和
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
明
の
陳
贄
、
張
楷
、
邵
宝
（
一
四
六
〇
－ 一
五
二
七
、
字
は
二
泉
）
等
の
取
り
組
み
で
あ
る
「
和
『
唐
音
』」
は
、
時
を
隔
て
時
代
を
越
え
た
唱
和
で
あ
り
、
両
者
向
き
合
っ
て
の
酬
答
と
い
う
よ
り
も
模
倣
に
な
っ
て
い
て
、
擬
作
詩
性
（
模
倣
詩
的
な
特
性
）
が
強
い
。
そ
し
て
そ
の
為
か
、
そ
の
取
り
組
み
に
対
す
る
批
判
も
少
な
く
な
い
。
こ
こ
で
は
そ
の
点
に
関
し
、
必
要
な
模
倣
で
は
な
い
の
か
と
の
観
点
か
ら
、
陳
贄
の
「
和
『
唐
音
』」
を
例
に
取
り
、
思
う
所
を
述
べ
て
み
た
い
。
一
四
頁
二
戦
国
時
代
、
曹
の
国
の
主
君
の
弟
で
あ
る
曹
交
が
、「『
誰
で
も
み
な
古
の
聖
天
子
尭
帝
や
舜
帝
の
よ
う
に
な
れ
る
』と
聞
く
が
、そ
れ
は
そ
う
な
の
か
」と
孟
子
に
尋
ね
る
と
、
孟
子
は
、「
尭
の
服
を
着
、
尭
の
話
す
言
葉
を
話
し
、
尭
の
行
う
行
動
を
行
え
ば
、
そ
れ
は
も
う
尭
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
、
要
は
そ
れ
を
実
践
す
る
か
ど
う
か
で
す
」
と
答
え
た
、
と
『
孟
子
』
に
あ
る
。
曹
交
問
曰
「
人
皆
可
以
爲
堯
舜
、
有
諸
。」
孟
子
曰
「
然
。
…
…
奚
有
、
於
是
亦
爲
之
而
已
矣
。
…
…
堯
舜
之
道
孝
弟
而
已
矣
。
子
服
堯
之
服
、
誦
堯
之
言
、
行
堯
之
行
、
是
堯
而
已
矣
。
子
服
桀
之
服
、
誦
桀
之
言
、
行
桀
之
行
、
是
桀
而
已
矣
。」（『
孟
子
』
告
子
下
）
明
の
徐
泰
（
字
は
子
元
）
（
註
２
）は
、
こ
の
故
事
を
唱
和
詩
の
批
評
理
論
に
援
用
し
（
註
３
）、
「
張
楷
の
『
和
「
唐
音
」』
所
載
の
詩
篇
は
、『
尭
の
服
』
を
着
て
い
て
尭
そ
の
も
の
だ
。
た
だ
し
、自
作
の
方
が
思
い
通
り
に
出
来
て
い
な
い
の
は
残
念
だ
が
。餘
姚
の
楊
栄
の『
和
「
唐
音
」』
も
同
様
、
と
て
も
趣
き
が
あ
る
」
（
註
４
）と
言
う
。
四
明
張
楷
遍
和
『
唐
音
』
各
十
餘
卷
、
所
謂
「
服
堯
之
服
、
斯
堯
已
矣
」、
惜
其
自
作
殊
不
快
意
。
餘
姚
楊
時
秀
亦
和
『
唐
音
』、
煞
有
風
致
。（
明
、
徐
泰
『
詩
談
』）
「
人
は
誰
し
も
『
尭
の
道
』
を
実
践
で
き
る
素
質
を
備
え
て
い
る
。（
逆
に
非
道
の
暴
君
桀
王
に
も
な
れ
る
の
だ
が
。）」
と
の
孟
子
の
性
善
説
に
基
づ
け
ば
（
註
５
）、
徐
泰
の
こ
の
論
評
は
、
楊
士
弘
『
唐
音
』
所
収
の
各
篇
に
尽
く
擬
し
て
い
る
張
楷
の
「
和
『
唐
音
』」
所
収
の
各
詩
篇
の
出
来
映
え
を
、「
尭
の
服
」
を
着
た
た
め
に
『
唐
音
』
そ
の
も
の
と
な
り
得
て
い
る
、
と
看
做
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
（
そ
れ
は
、
そ
の
張
楷
と
併
称
さ
れ
る
後
述
の
陳
贄
に
も
適
用
で
き
る
と
考
え
る
）。
こ
れ
に
対
し
、
同
じ
く
明
の
賀
士
諮
は
、
そ
の
張
楷
お
よ
び
陳
贄
ら
の
「
和
『
唐
音
』」
に
つ
い
て
、「
唐
詩
は
も
と
も
と
ま
だ
不
十
分
で
あ
る
が
、
唱
和
し
た
も
の
と
比
べ
て
み
る
と
、
原
唱
が
あ
ら
た
め
て
好
い
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
。
と
い
う
の
は
、
唱
和
詩
は
ど
ん
な
に
神
経
を
注
ぎ
歳
月
を
費
や
し
て
上
手
く
作
っ
て
も
、
哀
し
い
か
な
、
そ
こ
に
詠
ま
れ
る
の
は
『
假
景
虚
情
』（
仮
り
そ
め
の
景
や
情
）
で
し
か
な
い
か
ら
」
と
言
う
。
觀
陳
翰
林
、
張
御
史
「
和
唐
音
」
詩
、
曰
「
唐
詩
本
不
十
分
、
好
被
和
者
比
之
、
又
覺
得
他
還
好
。」
見
人
有
盡
和
古
人
之
詩
者
、
曰
「
弊
精
神
、
縻
歳
月
、
一
至
於
此
、
可
哀
也
。」
已
又
曰
「
縱
作
得
好
、
亦
只
假
景
虚
情
而
已
、
何
足
道
耶
。」（
明
、
賀
士
諮
『
醫
閭
集
』）
本
物
そ
っ
く
り
の
紛
い
物
は
、
審
美
眼
の
下
で
は
時
と
し
て
本
物
の
粗
悪
品
を
提
供
し
て
い
る
こ
と
を
看
破
さ
れ
て
し
ま
い
、
自
ら
の
工
夫
を
無
に
帰
せ
し
め
る
、
と
い
う
よ
う
な
捉
え
方
は
出
来
る
。
こ
れ
ら
、「
和
『
唐
音
』」
に
対
す
る
徐
・
賀
両
者
の
相
反
す
る
論
評
は
、「
尭
の
服
」
を
着
て
『
唐
音
』
に
唱
和
し
よ
う
と
し
た
陳
贄
や
張
楷
ら
の
取
り
組
み
を
、
そ
れ
は
尭
そ
の
も
の
な
の
か
、
そ
れ
と
も
や
は
り
仮
り
そ
め
で
し
か
な
い
の
か
、
そ
の
い
ず
れ
に
捉
え
る
か
の
問
題
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
今
、
陳
贄
ら
の
唱
和
詩
は
も
ち
ろ
ん
原
唱
そ
の
も
の
で
は
な
い
の
で
、
仮
り
そ
め
で
あ
る
か
否
か
の
論
は
措
く
と
し
て
、
そ
れ
ら
は
原
唱
の
〝
類
似
品
〟
で
あ
り
、
む
し
ろ
そ
の
類
似
性
が
有
る
ゆ
え
に
必
ず
原
唱
と
比
較
さ
れ
、
そ
こ
か
ら
齎
さ
れ
る
“
本
物
ら
し
さ
”
の
生
む
効
用
を
そ
の
捉
え
方
に
適
用
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
る
文
学
で
あ
る
と
見
、以
下
、
明
人
の
「
和
『
唐
音
』」
と
い
う
擬
作
の
要
請
し
て
い
る
も
の
が
那
辺
に
在
る
の
か
を
、
陳
贄
の
着
て
い
る
「
尭
の
服
」
の
効
用
に
着
目
し
つ
つ
見
て
み
た
い
（
註
６
）。
一
五
頁
三
陳
贄
の
「
和
『
唐
音
』」
三
巻
は
、「
先
人
其
の
作
を
酷
愛
す
」
と
評
さ
れ
、
明
の
曹
学
佺
（
一
五
七
四
－ 一
六
四
七
、
字
は
能
始
、
石
倉
と
号
す
）「
石
倉
歴
代
詩
選
」
に
一
百
九
十
一
首
が
所
収
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
残
巻
数
は
、
張
楷
ら
に
比
べ
際
立
っ
て
多
い
。陳
贄
は
ま
た
唐
代
に
学
ぶ
文
人
と
し
て
の
名
声
が
高
く
、「
唐
律
に
精
し
く
」
「
盛
唐
に
駸
々
乎
た
り
」
と
の
評
も
あ
る
（
註
７
）。
陳
贄
、
字
惟
成
、
餘
姚
人
、
以
薦
、
官
儒
學
訓
導
、
入
爲
翰
林
待
詔
、
陞
廣
東
參
議
、
遷
太
常
少
卿
。
有
蒙
菴
集
。（
黄
太
冲
云
、
惟
成
從
郷
先
生
宋
公
傳
、
張
臺
民
、
得
其
詩
法
。
評
者
謂
「
古
詩
逼
陶
柳
、
近
體
駸
駸
乎
盛
唐
。」）（
清
、
朱
彝
尊
『
明
詩
綜
』）
皇
明
正
統
間
、
會
稽
陳
惟
成
贄
、
以
教
官
舉
爲
翰
林
待
詔
、
累
官
至
太
常
卿
。
精
于
唐
律
、
有
「
和
『
唐
音
』」、
行
於
世
、
先
人
酷
愛
其
作
。
…
…
（
明
、
徐
伯
齡
（
字
は
延
之
）『
蟫
精
雋
』）
し
か
し
、
そ
の
陳
贄
の
「
和
『
唐
音
』」
も
、
黄
宗
羲
（
一
六
一
〇
－ 一
六
九
五
、
字
は
太
沖
、
梨
洲
と
号
す
）
ら
の
肯
定
的
な
論
評
を
列
挙
す
る
清
の
朱
彝
尊
（
一
六
二
九
－ 一
七
〇
九
、
字
は
竹
垞
）
が
、
自
ら
は
否
定
的
な
見
解
を
示
し
、
殊
に
詩
跡
を
詠
ん
だ
唱
和
詩
を
取
り
上
げ
て
、「
旅
先
で
黄
鶴
楼
に
登
れ
ば
必
ず
崔
顥
の
『
黄
鶴
楼
』
詩
に
和
し
、
滕
王
閣
で
宴
を
催
せ
ば
必
ず
王
勃
の
『
滕
王
閣
』
詩
に
和
す
と
い
う
よ
う
な
事
を
し
て
い
る
。
た
と
い
人
は
愚
か
だ
と
言
っ
て
も
、
こ
れ
ほ
ど
愚
か
で
は
な
い
」
と
酷
評
し
て
い
る
。
登
黄
鶴
者
必
賡
崔
顥
之
章
、
宴
滕
王
者
必
仿
子
安
之
體
。
人
雖
至
愚
、
不
愚
於
此
矣
。（
朱
彝
尊
『
明
詩
綜
』）
朱
彝
尊
が
そ
の
よ
う
に
評
す
る
論
拠
は
、
や
は
り
前
掲
の
賀
士
諮
と
同
様
、
和
韻
詩
を
「
假
景
虚
情
」
と
看
做
そ
う
と
す
る
観
点
に
在
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
と
い
少
林
寺
の
よ
う
な
実
地
の
詩
跡
を
訪
れ
、
そ
の
情
景
を
眼
の
当
た
り
に
し
て
心
か
ら
の
興
が
湧
い
て
詠
ん
で
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
模
倣
（
擬
作
）
に
基
づ
く
唱
和
詩
で
あ
る
限
り
、
所
詮
は
遊
び
半
分
の
機
械
的
な
和
韻
で
し
か
な
く
、「
假
景
虚
情
」
で
あ
る
こ
と
に
変
わ
り
な
い
、
と
見
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、「
石
倉
歴
代
詩
選
」
所
載
の
陳
贄
の
「
和
『
唐
音
』」
の
編
次
を
見
る
と
、
い
つ
ど
の
よ
う
な
状
況
下
で
作
ら
れ
た
の
か
は
定
か
で
な
い
も
の
の
（
註
８
）、『
唐
音
』
の
編
次
（
編
輯
順
）
と
一
首
々
々
違
う
こ
と
な
く
順
次
に
唱
和
さ
れ
て
い
て
、
旅
先
に
て
そ
の
つ
ど
実
景
を
前
に
し
て
唱
和
し
た
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
机
上
に
『
唐
音
』
を
置
い
て
和
し
て
い
る
可
能
性
を
臭
わ
せ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
よ
り
一
層
「
假
景
虚
情
」
に
見
え
る
こ
と
は
否
め
な
い
。「
愚
な
り
」
の
評
も
首
肯
で
き
な
く
は
な
い
。
し
か
し
今
、
実
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
、
陳
贄
み
ず
か
ら
の
述
懐
に
よ
る
「
和
『
唐
音
』」
制
作
の
状
況
お
よ
び
意
図
を
知
る
術
は
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
無
い
も
の
の
、
三
楊
の
ひ
と
り
建
安
の
楊
栄
（
字
は
勉
仁
）
が
、
陳
贄
と
併
称
さ
れ
る
張
楷
の
「
和
『
唐
音
』」
を
評
し
て
、「（
張
楷
は
）
編
者
の
楊
士
弘
の
『
唐
音
』
選
定
の
意
図
と
、
唐
の
詩
人
達
の
原
唱
制
作
の
趣
旨
と
を
、
ほ
ぼ
捉
え
て
い
る
」
と
言
っ
て
い
る
点
に
、
陳
贄
の
和
韻
詩
の
活
路
を
見
出
だ
し
て
み
た
い
。
…
…
楷
、
取
而
和
之
。
其
殆
究
夫
伯
謙
所
選
之
意
、
與
唐
人
所
作
之
旨
矣
。
（
楊
栄
『
文
敏
集
』
所
収
「
題
張
御
史
和
唐
詩
後
」）
こ
の
評
語
は
、
跋
文
依
頼
に
よ
る
外
交
辞
令
で
あ
る
可
能
性
が
無
き
に
し
も
非
ず
だ
が
、「
和
『
唐
音
』」
は
「
か
の
伯
謙
の
選
ぶ
所
の
意
と
、
唐
人
の
作
る
所
の
旨
と
を
、
殆
ど
究
め
た
り
」
と
評
す
る
に
相
応
し
い
意
図
を
持
っ
て
制
作
さ
れ
て
い
る
と
の
指
一
六
頁
摘
で
も
あ
り
、
徐
泰
（
字
は
子
元
）
や
黄
宗
羲
（
字
は
太
沖
）
の
評
と
同
様
、
実
地
で
は
な
く
、
模
倣
行
為
自
体
に
価
値
を
置
い
て
い
る
。
我
が
和
歌
の
現
地
を
訪
れ
ず
に
詠
め
て
し
ま
う
歌
枕
や
簾
を
撥
げ
れ
ば
香
爐
峯
の
雪
ま
で
思
い
描
け
て
し
ま
う
随
想
の
巧
み
さ
に
も
似
て
、
実
地
の
眼
前
の
情
景
を
創
意
あ
ふ
れ
る
徒
詩
で
詠
む
実
感
で
は
な
く
、
む
し
ろ
原
唱
を
机
上
に
置
い
て
、
如
何
に
実
地
で
の
詠
に
近
づ
け
る
か
と
い
う
営
為
に
価
値
を
置
く
論
評
と
し
て
、
張
楷
と
併
称
さ
れ
る
陳
贄
に
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
陳
贄
ら
「
和
『
唐
音
』」
作
家
は
、
傍
が
言
う
よ
う
な
遊
び
半
分
の
機
械
的
な
和
韻
で
は
な
く
、「
か
の
伯
謙
の
選
ぶ
所
の
意
と
、
唐
人
の
作
る
所
の
旨
と
を
、
殆
ど
究
め
ん
」
と
の
意
図
を
も
っ
て
取
り
組
ん
で
い
て
、
た
と
い
机
上
の
作
で
は
あ
っ
て
も
、「
尭
の
道
」
に
喩
え
ら
れ
る
「
唐
人
の
旨
」
を
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
そ
の
「
和
『
唐
音
』」
に
取
り
組
む
に
際
し
て
は
、「『
尭
の
服
』
を
着
、
尭
の
話
す
言
葉
を
話
し
、
尭
の
行
う
行
動
を
行
え
ば
、
そ
れ
は
も
う
尭
以
外
の
何
も
の
で
も
な
い
」
を
確
信
し
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
陳
贄
み
ず
か
ら
に
潜
在
し
て
い
る
（
自
ら
が
捉
え
て
い
る
）「
唐
人
の
旨
」
を
、
顕
在
化
さ
せ
る
も
の
と
な
る
。
い
わ
ば
「
尭
の
服
」
が
「
尭
の
道
」
の
顕
現
を
保
証
し
、
そ
の
人
を
「
尭
の
道
」
を
有
す
る
者
と
す
る
こ
と
に
、
自
ら
を
托
す
こ
と
に
な
る
。
そ
も
そ
も
擬
作
詩
（
模
倣
文
学
）
は
、
そ
の
模
倣
行
為
自
体
に
価
値
を
見
出
だ
さ
な
い
限
り
、
否
定
的
な
評
価
し
か
得
ら
れ
な
い
。
評
価
の
分
か
れ
目
は
、
模
倣
行
為
を
文
学
の
手
法
と
し
て
認
め
る
か
否
か
に
在
る
。
四
唱
和
詩
の
次
韻
形
式
も
擬
作
詩
性
を
保
証
す
る
。
そ
れ
は
「
尭
の
服
」
に
喩
え
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
宋
の
劉
攽
（
一
〇
二
二
－ 一
〇
八
八
、
字
は
貢
父
）『
中
山
詩
話
』（『
貢
父
詩
話
』）
は
、
和
韻
詩
の
形
式
を
、「
原
唱
と
同
じ
韻
字
を
用
い
、
同
じ
押
韻
順
で
作
ら
れ
る『
次
韻
』詩
、原
唱
と
同
韻
で
あ
れ
ば
ど
の
韻
字
を
用
い
て
も
構
わ
な
い『
依
韻
』
詩
、
原
唱
と
同
じ
韻
字
で
あ
れ
ば
、
順
序
は
問
わ
な
い
『
用
韻
』
詩
」
の
三
つ
に
分
類
す
る
。
唐
詩
賡
和
有
次
韻
（
先
後
無
易
）、
有
依
韻
（
同
在
一
韻
）、
有
用
韻
（
用
彼
韻
、
不
必
次
）。（
劉
攽
『
中
山
詩
話
』）
そ
の
中
で
、「
次
韻
」
詩
が
原
唱
と
同
韻
字
、
同
順
序
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
唱
和
の
際
、
韻
字
の
意
味
の
響
き
が
順
次
に
構
築
し
て
い
く
論
理
を
踏
ま
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
度
が
過
ぎ
る
の
批
難
と
と
も
に
、
お
の
ず
と
模
擬
の
度
合
い
が
強
ま
り
、
唱
和
詩
と
は
言
え
、
擬
作
詩
性
が
増
す
こ
と
に
な
る
（
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
模
倣
を
保
証
す
る
）。
言
う
ま
で
も
な
く
、
そ
れ
が
「
尭
の
服
」
と
な
る
。
そ
の
次
韻
（
和
韻
）
形
式
で
唱
和
す
る
と
、
詩
の
風
格
が
原
唱
に
似
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
尭
の
服
」
の
有
効
性
は
、
す
で
に
宋
代
か
ら
指
摘
が
あ
る
。
よ
く
知
ら
れ
る
例
と
し
て
は
、
唐
の
劉
長
卿
の
「
餘
干
旅
舍
」
詩
に
、
同
じ
く
唐
の
張
籍
が
（
偶
然
同
韻
か
）
和
し
た
「
宿
江
上
」
詩
が
あ
る
（
註
９
）。
さ
ら
に
宋
代
に
な
る
と
、
そ
れ
に
潘
閬
「
歸
錢
塘
」
詩
、
李
建
中
「
望
湖
樓
」
詩
が
依
韻
形
式
で
和
し
て
い
て
、
併
せ
て
風
格
が
似
て
い
る
と
評
さ
れ
て
い
る
。
題
餘
干
旅
舍
（
餘
干
邑
名
、
今
属
饒
州
府
）
唐
、
劉
長
卿
搖
落
暮
天
迥
、
靑
楓
霜
葉
稀
。
孤
城
向
水
閉
、
獨
鳥
背
人
飛
。
渡
口
月
初
上
、
鄰
家
漁
未
歸
。
郷
心
正
欲
絶
、
何
處
搗
寒
衣
。
（
揺
落
暮
天
迥
か
に
、
青
楓
霜
葉
稀
れ
な
り
。
孤
城
は
水
に
向
か
つ
て
閉
ぢ
、
独
鳥
は
人
に
背
い
て
飛
ぶ
。
渡
口
月
初
め
て
上
り
、
隣
家
漁
し
て
未
だ
帰
ら
ず
。
郷
心
正
に
絶
え
ん
と
欲
す
る
に
、
何
れ
の
処
か
寒
衣
を
搗
つ
。）
宿
江
上
館
唐
、
張
籍
（
註
）10
楚
驛
南
渡
口
、
夜
深
來
客
稀
。
月
明
見
潮
上
、
江
靜
覺
鴎
飛
。
旅
宿
今
已
遠
、
此
行
殊
未
歸
。
離
家
久
無
信
、
又
聽
搗
寒
衣
。
一
七
頁
（
楚
駅
は
南
渡
口
、夜
深
け
れ
ば
来
客
稀
れ
な
り
。月
明
る
け
れ
ば
潮
の
上
る
を
見
、
江
静
か
な
れ
ば
鴎
の
飛
ぶ
を
覚
ゆ
。
旅
宿
今
已
に
遠
ざ
か
る
も
、
此
の
行
は
殊
さ
ら
未
だ
帰
ら
ず
。
家
を
離
れ
て
久
し
く
信
無
き
に
、
又
た
寒
衣
を
搗
つ
を
聴
く
。）
暮
歸
錢
塘
（
歳
暮
自
桐
廬
歸
錢
塘
、
晩
泊
漁
浦
）
宋
、
潘
閬
久
客
見
華
髮
、
孤
棹
桐
廬
歸
。
新
月
無
朗
照
、
落
日
有
餘
輝
。
漁
浦
風
水
急
、
龍
山
煙
火
微
。
時
聞
沙
上
雁
、
一
一
皆
南
飛
。
（
久
客
華
髮
を
見
れ
ば
、
孤
棹
桐
廬
よ
り
帰
る
。
新
月
は
朗
る
く
は
照
ら
す
無
く
、
落
日
に
餘
輝
有
り
。
漁
浦
は
風
水
急
に
、
龍
山
は
煙
火
微
か
な
り
。
時
に
聞
く
沙
上
の
雁
の
、
一
々
皆
南
の
か
た
飛
ぶ
を
。）
題
望
湖
樓
宋
、
李
建
中
（
註
）10
小
艇
閑
撐
處
、
湖
天
景
亦
微
。
春
波
無
限
綠
、
白
鳥
自
由
飛
。
落
日
孤
汀
遠
、
輕
煙
古
寺
稀
。
時
攜
一
壺
酒
、
戀
到
晩
凉
歸
。
（
小
艇
閑
か
に
撐
さ
す
処
、
湖
天
は
景
も
亦
た
微
な
り
。
春
波
は
限
り
無
く
緑
に
し
て
、
白
鳥
は
自
由
に
飛
ぶ
。
落
日
孤
汀
遠
く
、
軽
煙
古
寺
稀
れ
な
り
。
時
に
携
ふ
一
壷
の
酒
、
恋
ふ
れ
ば
晩
凉
に
到
つ
て
帰
る
。）
こ
れ
ら
四
者
の
詩
は
そ
れ
ぞ
れ
、
餘
干
に
て
、
臨
江
駅
に
て
、
漁
浦
に
て
（
嚴
州
府
桐
廬
か
ら
杭
州
府
富
陽
の
東
南
の
か
た
四
十
里
）、
望
湖
楼
に
て
、
と
実
地
と
は
言
え
、
詠
ん
だ
場
所
（
詩
跡
）
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
し
か
し
、
和
韻
形
式
を
用
い
た
上
で
、
旅
を
テ
ー
マ
と
し
、
さ
ら
に
水
や
月
、
水
鳥
等
の
類
似
し
た
景
物
を
素
材
に
配
す
る
こ
と
に
よ
り
、
場
所
の
一
致
如
何
に
さ
ほ
ど
関
係
な
く
、
詩
の
風
格
が
相
肖
る
こ
と
に
な
る
（
註
）。12
時
代
は
異
な
る
も
の
の
、
宋
の
潘
閬
の
唱
和
も
、「
在
唐
人
中
、
亦
推
高
作
」（
清
、
王
士
禎
『
古
夫
于
亭
雜
録
』
引
）、「
潘
閬
詩
有
唐
人
風
格
、
僕
以
爲
不
減
劉
長
卿
」（
宋
、
劉
攽
『
中
山
詩
話
』）
等
と
評
さ
れ
る
よ
う
に
、
潘
閬
自
身
が
「
唐
人
の
風
格
」
を
備
え
て
い
る
た
め
に
、
原
唱
の
唐
詩
に
遜
色
な
い
出
来
映
え
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
こ
れ
ら
四
者
に
於
い
て
は
「
飛
ぶ
な
り
」「
帰
る
な
り
」
等
の
韻
の
意
味
の
響
き
が
、「
尭
の
服
」
と
し
て
一
層
そ
の
効
果
を
際
立
た
せ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
（
劉
と
張
は
次
韻
、
劉
張
と
潘
李
は
依
韻
、
潘
と
李
は
用
韻
の
関
係
に
、
そ
れ
ぞ
れ
在
る
）。
陳
贄
や
張
楷
ら
明
代
の
次
韻
詩
も
、
こ
れ
ら
唐
宋
の
手
法
の
有
効
性
を
意
図
的
に
承
け
継
ぎ
、
展
開
す
る
（
冒
頭
の
「
和
『
遊
少
林
寺
』」
詩
参
照
）。
特
に
明
代
に
多
く
出
現
す
る
『
唐
音
』
等
の
唐
詩
の
ア
ン
ソ
ロ
ジ
ー
が
唐
代
の
詩
跡
を
も
確
定
し
た
た
め
に
、
次
韻
形
式
と
そ
れ
と
が
相
俟
っ
て
、
詩
題
（
詩
跡
）
と
素
材
お
よ
び
押
韻
が
き
わ
め
て
類
似
し
た
唱
和
詩
が
出
来
上
が
る
こ
と
に
な
る
。
陳
贄
ら
の
「
和
『
唐
音
』」
の
取
り
組
み
の
意
図
は
、
そ
の
〝
類
似
品
〟
の
制
作
に
、
そ
れ
を
巧
み
に
行
な
う
自
ら
を
托
す
点
に
在
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
和
韻
形
式
の
唱
和
詩
は
、詩
題
は
異
な
っ
て
も
（
詠
ん
だ
場
所
が
異
な
っ
て
い
て
も
）、
押
韻
を
は
じ
め
主
題
や
素
材
が
類
似
し
て
い
る
と
、
そ
れ
ら
が
相
俟
っ
て
模
倣
色
が
極
め
て
濃
く
な
り
、
強
い
擬
作
詩
性
を
帯
び
る
。
ま
し
て
韻
字
と
そ
の
順
序
お
よ
び
詩
題
が
同
一
と
も
な
れ
ば
、
言
う
ま
で
も
な
い
。「
尭
の
服
」
の
効
果
が
存
分
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
明
代
の
「
和
『
唐
音
』」
は
「
假
景
虚
情
」
と
評
さ
れ
つ
つ
も
、
確
か
に
“
類
似
”
し
て
は
い
る
。
要
は
そ
れ
を
認
め
る
か
否
か
の
文
学
観
に
在
る
。
五
以
下
、
前
掲
の
徐
泰
の
い
う
「
尭
の
服
」（
お
よ
び
「
尭
の
言
」、「
尭
の
行
」）
の
効
果
を
、
そ
れ
が
比
較
的
顕
現
し
易
い
、
陳
贄
の
詩
跡
を
詠
ん
だ
唱
和
詩
（
五
律
）
数
例
を
挙
げ
、
具
体
的
に
見
て
お
き
た
い
。
臨
江
亭
（
五
詠
之
四
）
儲
光
羲
古
木
嘯
寒
禽
古
木
は
寒
禽
嘯
き
層
城
帶
夕
陰
層
城
は
夕
陰
を
帯
ぶ
梁
園
多
絳
樹
梁
園
は
絳
き
樹
多
く
楚
岸
盡
楓
林
楚
岸
は
楓
林
を
尽
く
す
一
八
頁
山
際
豈
爲
險
山
際
は
豈
に
険
し
と
為
す
江
流
長
自
深
江
流
は
長
し
へ
に
自
ら
深
し
と
こ
平
生
何
以
恨
平
生
何
を
か
以
て
恨
ま
ん
天
地
本
無
心
天
地
は
本
よ
り
無
心
な
り
臨
江
亭
陳
贄
凭
欄
對
渚
禽
欄
に
凭
り
て
渚
禽
に
対
す
れ
ば
雲
過
半
江
陰
雲
は
過
ぎ
て
半
江
陰
る
蕭
颯
蒹
葭
雨
蕭
颯
た
り
蒹
葭
の
雨
蒼
茫
橘
柚
林
蒼
茫
た
り
橘
柚
の
林
問
津
人
已
遠
津
を
問
ふ
も
人
已
に
遠
く
懷
古
意
何
深
古
へ
を
懐
へ
ば
意
何
ぞ
深
き
俯
仰
乾
坤
内
俯
仰
す
乾
坤
の
内
誰
能
識
此
心
誰
か
能
く
此
の
心
を
識
ら
ん
や
詩
題
に
な
っ
て
い
る
臨
江
亭
は
、
江
蘇
省
鎮
江
市
（
鎮
江
府
）
の
東
北
に
位
置
す
る
北
固
山
の
後
峰
上
に
在
り
、
文
字
通
り
三
方
が
長
江
に
臨
ん
で
い
る
。
眺
望
は
儲
光
羲
に
詠
ま
れ
て
い
る
通
り
天
地
乾
坤
が
開
け
て
い
る
が
、
そ
こ
は
唐
人
が
天
地
乾
坤
を
望
ん
で
、
わ
が
生
涯
を
顧
み
た
詩
跡
と
な
っ
て
い
る
。
儲
光
羲
は
唐
人
の
一
人
と
し
て
そ
れ
を
、「
平
生
何
以
恨
、
天
地
本
無
心
」
と
詠
ん
だ
。
そ
こ
で
日
頃
み
ず
か
ら
も
そ
れ
を
詠
み
た
く
思
い
つ
つ
、
そ
の
術
を
ま
だ
得
て
い
な
か
っ
た
明
人
の
陳
贄
は
、『
唐
音
』
と
出
会
い
、
儲
光
羲
の
「
禽
な
り
」「
陰
る
な
り
」「
林
な
り
」「
深
き
な
り
」「
心
な
り
」
と
い
う
韻
の
意
味
の
響
き
の
構
成
す
る
論
理
に
沿
い
、「
問
津
人
已
遠
、
懷
古
意
何
深
。
俯
仰
乾
坤
内
、
誰
能
識
此
心
」
と
詠
む
。
そ
し
て
、
自
ら
の
平
生
の
恨
み
を
天
地
乾
坤
に
訴
え
て
み
て
も
、
そ
れ
は
儲
光
羲
が
詠
ん
だ
の
と
同
様
、
や
は
り
無
駄
で
あ
る
、
と
の
唐
人
同
然
の
思
い
を
表
出
す
る
に
至
る
。
そ
の
際
、
陳
贄
は
儲
光
羲
の
明
言
し
な
い
「
問
津
人
已
遠
、
懷
古
意
何
深
」
と
い
う
平
生
の
恨
み
を
顕
在
化
さ
せ
、
孔
子
同
様
の
、「
心
」
が
理
解
さ
れ
な
い
恨
み
が
残
っ
て
い
る
こ
と
を
解
釈
と
し
て
示
し
て
い
る
。
そ
れ
は
や
は
り
、
儲
光
羲
が
長
江
に
臨
ん
で
「
平
生
」の
恨
み
を
思
い
起
こ
し
て
詠
ん
だ
韻
字
の
論
理
、
す
な
わ
ち
「
尭
の
服
」
か
ら
齎
さ
れ
て
い
よ
う
。
長
江
が
「
深
し
」
で
あ
る
の
と
同
様
に
古
人
の
意
も
も
は
や
「
深
き
」
に
在
る
と
知
る
「
尭
の
服
」
を
纏
う
こ
と
で
、
唐
人
儲
光
羲
の
趣
旨
に
近
づ
き
、
併
せ
て
独
自
で
は
表
現
し
得
な
か
っ
た
思
い
も
表
出
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
擬
作
詩
性
は
ま
さ
に
そ
こ
に
活
か
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
（
あ
え
て
模
倣
を
志
向
し
て
い
る
以
上
、
わ
ざ
わ
ざ
儲
光
羲
と
は
異
な
る
独
自
性
を
表
出
す
る
よ
う
な
こ
と
は
、
陳
贄
は
す
ま
い
）。
與
諸
子
登
峴
山
孟
浩
然
人
事
有
代
謝
人
事
に
は
代
謝
有
り
往
來
成
古
今
往
来
は
古
今
と
成
る
江
山
留
勝
跡
江
山
の
み
勝
跡
を
留
む
れ
ば
我
輩
復
登
臨
我
輩
も
復
た
登
臨
す
わ
れ
ら
水
落
魚
梁
淺
水
は
落
き
て
魚
梁
浅
く
ひ
天
寒
夢
澤
深
天
は
寒
く
し
て
夢
沢
深
し
羊
公
碑
尚
在
羊
公
の
碑
は
尚
ほ
在
り
讀
罷
一
霑
襟
読
み
罷
つ
て
一
た
び
襟
を
霑
ら
す
與
諸
子
登
峴
山
陳
贄
羊
公
歿
已
久
羊
公
歿
し
て
已
に
久
し
き
も
殘
碣
尚
留
今
残
碣
は
尚
ほ
今
に
留
む
如
此
江
山
在
此
く
の
如
く
江
山
在
り
幾
陪
冠
葢
臨
幾
た
び
か
冠
蓋
の
臨
む
に
陪
す
る
碧
天
連
水
濶
碧
天
は
水
に
連
な
つ
て
濶
く
一
九
頁
白
鳥
入
雲
深
白
鳥
は
雲
に
入
り
て
深
し
往
事
從
興
感
往
事
は
興
感
に
従
へ
ば
長
歌
豁
素
襟
長
歌
し
て
素
襟
を
豁
か
ん
ひ
ら
襄
陽
の
峴
山
と
い
え
ば
晋
の
羊
祜
が
山
河
の
永
遠
と
人
の
露
命
と
を
比
べ
て
嘆
い
た
「
墮
涙
碑
」
が
あ
り
、
詩
跡
に
も
な
っ
て
い
る
。
孟
浩
然
は
故
郷
の
襄
陽
で
皆
と
そ
の
峴
山
を
訪
れ
た
際
、
墮
涙
に
因
ん
で
詩
を
詠
み
、「
人
事
有
代
謝
、
往
來
成
古
今
」
と
言
っ
て
羊
祜
へ
の
共
感
を
示
し
、
涙
を
流
し
た
。
陳
贄
は
そ
の
孟
浩
然
の
「
今
な
り
」「
臨
む
な
り
」「
深
き
な
り
」「
襟
な
り
」
と
い
う
韻
の
意
味
の
響
き
の
構
築
す
る
論
理
に
沿
っ
て
峴
山
詠
を
物
し
、「
往
事
從
興
感
、
長
歌
豁
素
襟
」
と
和
す
。
す
な
わ
ち
、
往
事
に
つ
い
て
は
感
じ
方
し
だ
い
、
歌
を
詠
め
ば
胸
襟
に
つ
か
え
る
嘆
き
も
霽
れ
よ
う
、
と
の
表
現
を
そ
こ
で
始
め
て
入
手
す
る
に
至
る
。
峴
山
に
登
っ
て
「
墮
涙
碑
」
を
読
む
と
誰
し
も
遣
る
せ
な
い
思
い
に
苛
ま
れ
る
が
、
陳
贄
は
原
唱
の
霑
ら
す
「
襟
」
を
豁
く
「
襟
」
で
承
け
、
そ
の
よ
う
に
表
出
す
る
こ
と
に
ひ
ら
よ
っ
て
孟
浩
然
の
感
じ
方
に
自
ら
近
づ
い
て
行
く
。
一
見
逆
の
よ
う
に
も
思
え
る
が
、
峴
山
に
登
っ
て
の
「
興
感
」
は
、「
冠
蓋
」
の
者
の
一
人
と
し
て
孟
浩
然
と
同
じ
遣
る
せ
な
さ
が
有
り
、
む
し
ろ
自
ら
を
苛
む
興
感
を
「
長
歌
」
に
よ
っ
て
霽
ら
し
た
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
根
底
に
在
る
露
命
へ
の
歎
き
は
孟
浩
然
と
同
様
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
と
よ
り
「
尭
の
服
」
を
着
て
模
倣
し
よ
う
と
の
意
図
が
強
い
の
で
、
逆
に
わ
ざ
わ
ざ
乖
離
し
よ
う
と
の
詠
は
無
い
。
歸
嵩
山
作
王
維
淸
川
帶
長
薄
清
川
は
長
薄
を
帯
ぶ
れ
ば
車
馬
去
閑
閑
車
馬
は
去
り
な
ん
と
閑
々
た
り
流
水
如
有
意
流
水
は
意
有
る
が
ご
と
く
暮
禽
相
與
還
暮
禽
は
相
与
に
還
る
荒
城
臨
古
渡
荒
城
は
古
渡
に
臨
み
落
日
滿
秋
山
落
日
は
秋
山
に
満
つ
迢
遞
嵩
高
下
迢
遞
た
り
嵩
高
の
下
歸
來
且
閉
關
帰
り
来
た
り
て
且
く
関
を
閉
ざ
さ
ん
歸
嵩
山
作
陳
贄
嵩
岳
堪
歸
隱
嵩
岳
は
帰
隠
に
堪
ゆ
れ
ば
無
能
只
願
閑
能
無
き
は
只
だ
閑
な
る
を
願
ふ
の
み
心
隨
雲
共
遠
心
は
雲
に
随
つ
て
共
に
遠
く
身
與
鶴
同
還
身
は
鶴
と
同
に
還
る
黄
菊
閑
秋
徑
黄
菊
は
秋
径
に
閑
か
に
丹
楓
映
晩
山
丹
楓
は
晩
山
に
映
ゆ
地
偏
無
俗
轍
地
偏
に
し
て
俗
轍
無
け
れ
ば
終
日
掩
柴
關
終
日
柴
関
を
掩
は
ん
原
唱
は
王
維
が
一
時
期
、
洛
陽
の
嵩
山
（
嵩
高
山
の
室
）
に
帰
隠
し
た
時
の
作
で
、
詩
の
「
清
川
」
は
少
室
山
下
を
流
れ
る
潁
水
で
あ
ろ
う
（
伊
水
で
あ
る
可
能
性
は
措
く
）。「
洗
耳
清
溪
」
と
か
「
洗
耳
潁
川
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
許
由
が
汚
れ
た
耳
を
洗
っ
た
故
事
の
の
こ
る
詩
跡
で
あ
り
、
詩
に
も
「
流
水
は
意
有
り
」
と
あ
っ
て
、
そ
の
ほ
と
り
は
隠
棲
に
ふ
さ
わ
し
い
。
そ
の
「
閑
か
な
り
」「
還
る
な
り
」「
山
な
り
」「
関
な
り
」
の
四
韻
の
意
味
の
響
き
の
構
成
す
る
論
理
を
陳
贄
は
「
尭
の
服
」
と
し
て
着
、
自
ら
に
潜
在
す
る
帰
隠
の
旨
を
表
出
し
よ
う
と
す
る
。
そ
の
際
、「
閑
か
な
り
」
を
願
う
の
は
、
王
維
で
あ
れ
ば
道
を
好
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
と
言
い
そ
う
な
所
を
、
陳
贄
は
「
無
能
」
ゆ
え
に
と
言
う
。
陳
贄
の
独
自
性
が
顕
在
化
し
て
い
る
よ
う
に
も
見
え
る
が
、
そ
こ
も
模
倣
に
自
ら
の
詩
才
を
托
そ
う
と
し
て
の
結
果
で
あ
る
と
す
る
な
ら
、
例
え
ば
柳
宗
元
が
治
績
を
上
げ
ら
れ
な
い
こ
と
を
謙
遜
し
て
「
無
能
」
と
使
う
よ
う
に
、
王
維
の
「
閑
々
た
り
」
を
解
釈
し
政
治
か
ら
一
時
身
を
退
い
た
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
原
唱
か
ら
の
さ
ほ
ど
の
乖
離
は
無
二
〇
頁
い
と
見
た
い
。
王
維
の
よ
う
な
隠
棲
の
無
い
陳
贄
は
、
日
ご
ろ
自
ら
の
胸
中
に
潜
む
隠
棲
の
思
い
を
、
王
維
の
韻
の
構
成
す
る
論
理
に
沿
う
こ
と
で
、
始
め
て
表
出
で
き
て
い
る
。
だ
か
ら
こ
そ
「
関
を
閉
ざ
す
」
の
趣
旨
に
近
似
で
き
て
「
関
を
掩
ふ
」
と
結
ぶ
に
至
っ
て
い
る
。
晩
發
五
谿
岑
參
客
厭
巴
南
地
客
は
厭
ふ
巴
南
の
地
郷
鄰
劍
北
天
郷
隣
は
剣
北
の
天
な
り
江
村
片
雨
外
江
村
は
片
雨
の
外
野
寺
夕
陽
邊
野
寺
は
夕
陽
の
辺
り
芋
葉
藏
山
徑
芋
葉
は
山
径
を
蔵
し
蘆
花
間
渚
田
芦
花
は
渚
田
を
間
つ
舟
行
未
可
住
舟
行
し
て
未
だ
住
ま
る
べ
か
ら
ざ
れ
ば
乘
月
且
須
牽
月
に
乗
じ
て
且
く
須
く
牽
か
る
べ
し
し
ば
ら
晩
發
五
溪
陳
贄
巴
川
移
短
棹
巴
川
短
棹
を
移
せ
ば
正
値
暮
秋
天
正
に
暮
秋
の
天
に
値
ふ
客
路
猿
聲
裏
客
路
は
猿
声
の
裏
郷
山
雁
影
邊
郷
山
は
雁
影
の
辺
り
蒹
葭
連
晩
渚
蒹
葭
は
晩
の
渚
に
連
な
り
䆉
稏滿
秋
田
䆉
稏は
秋
の
田
に
満
つ
は
あ
風
物
雖
堪
戀
風
物
は
恋
ふ
る
に
堪
ふ
と
雖
も
其
如
歸
思
牽
其
れ
帰
思
の
牽
く
が
ご
と
し
晩
發
五
溪
（「
舟
中
和
唐
詩
」
五
首
之
五
）
邵
寳
晩
鼓
溪
船
發
晩
に
鼓
し
て
溪
船
発
す
れ
ば
秋
風
動
楚
天
秋
風
楚
天
を
動
か
す
月
生
洲
杜
外
月
は
生
ず
洲
杜
の
外
烟
起
渚
鴎
邊
烟
は
起
つ
渚
鴎
の
辺
り
野
艇
横
村
渡
野
艇
村
渡
に
横
た
は
り
農
簑
散
水
田
農
簑
水
田
に
散
ず
夜
涼
何
處
宿
夜
涼
し
け
れ
ば
何
れ
の
処
に
か
宿
ら
ん
遠
思
正
相
牽
遠
思
正
に
相
牽
く
原
唱
の
岑
參
は
、
巴
南
は
空
の
月
を
眺
め
る
以
外
は
隔
絶
感
が
あ
り
、
う
ん
ざ
り
の
土
地
だ
と
詠
む
。
そ
れ
に
対
し
、
邵
宝
も
楚
（
巴
）
は
冷
え
び
え
と
し
て
故
郷
に
帰
り
た
く
な
る
土
地
だ
と
和
す
。さ
ら
に
陳
贄
も
、巴
川
は
風
物
は
悪
く
は
な
い
が
、
そ
れ
が
却
っ
て
故
郷
の
風
物
を
恋
し
く
思
わ
せ
る
土
地
だ
と
和
す
。
原
唱
と
和
韻
と
を
比
べ
て
み
る
と
、
陳
贄
、
邵
宝
と
も
に
原
唱
の
詠
も
う
と
す
る
土
地
柄
の
捉
え
方
の
論
法
を
ほ
ぼ
掴
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
陳
贄
ら
は
、
韻
の
「
天
な
り
」「
辺
り
な
り
」「
田
な
り
」「
牽
く
な
り
」
と
い
う
そ
ら
意
味
の
響
き
が
順
次
構
築
す
る
原
唱
の
論
理
を
理
解
し
、
五
谿
の
あ
る
巴
の
地
か
ら
故
郷
に
連
な
る
空
の
彼
方
を
想
起
し
、
巴
の
風
物
や
土
地
柄
と
そ
の
空
の
彼
方
と
を
比
べ
、
こ
の
巴
よ
り
も
む
し
ろ
故
郷
に
「
牽
か
れ
る
」
思
い
を
捉
え
得
て
い
る
。
原
唱
の
言
わ
ん
と
す
る
趣
旨
を
理
解
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
の
追
随
で
あ
り
、
擬
作
詩
と
し
て
は
原
唱
と
の
比
較
を
要
請
し
、
擬
作
者
自
身
が
原
唱
の
論
法
を
如
何
に
理
解
で
き
て
い
る
か
を
、
原
唱
の
趣
旨
を
解
釈
し
て
み
せ
る
と
い
う
形
で
示
そ
う
と
し
て
い
る
。
題
慈
恩
寺
振
上
人
房
韓
翃こ
う
披
衣
聞
客
至
衣
を
披
り
て
客
の
至
る
を
聞
け
ば
は
お
關
鎖
此
時
開
関
鎖
此
の
時
に
開
く
鳴
磬
夕
陽
盡
磬
を
鳴
ら
せ
ば
夕
陽
尽
き
二
一
頁
捲
簾
秋
色
來
簾
を
捲
け
ば
秋
色
来
た
る
名
香
連
竹
徑
名
香
は
竹
径
に
連
な
り
淸
梵
出
花
臺
清
梵
は
花
台
よ
り
出
づ
身
在
心
無
住
身
は
在
る
も
心
は
住
ま
る
無
け
れ
ば
他
方
到
幾
回
他
方
到
る
こ
と
幾
回
な
ら
ん
題
慈
恩
寺
振
上
人
房
陳
贄
蘿
逕
穿
雲
入
蘿
径
雲
を
穿
き
て
入
れ
ば
禪
關
倚
澗
開
禅
関
澗
に
倚
り
て
開
く
灑
衣
涼
雨
過
衣
に
洒
ぎ
て
涼
雨
過
ぎ
抱
子
暝
猿
來
子
を
抱
き
て
暝
猿
来
た
る
磬
響
翻
經
室
磬
は
経
を
翻
す
の
室
に
響
き
香
消
施
食
臺
香
は
食
を
施
す
の
台
に
消
ゆ
支
郎
留
下
榻
支
郎
留
め
て
榻
を
下
せ
ば
淸
話
竟
忘
回
清
話
竟
に
回
る
を
忘
る
か
へ
長
安
慈
恩
寺
の
振
上
人
の
僧
房
が
開
か
れ
、
訪
れ
た
者
が
禅
の
境
地
に
引
き
込
ま
れ
て
行
く
様
が
、
韓
翃
の
「
開
く
な
り
」「
来
た
る
な
り
」「
台
な
り
」「
回
る
な
り
」
こ
う
と
い
う
韻
の
意
味
の
響
き
が
順
次
構
築
す
る
論
理
に
よ
っ
て
表
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
さ
い
韓
翃
は
、
振
上
人
が
客
の
至
っ
た
の
を
察
知
し
て
山
門
を
開
い
て
迎
え
入
れ
、
新
た
な
境
地
を
開
い
て
く
れ
る
の
で
、
た
び
た
び
訪
れ
た
く
な
る
と
詠
ん
で
い
る
の
に
対
し
、
陳
贄
は
先
ず
禅
の
境
地
が
開
か
れ
た
こ
と
を
詠
み
、
そ
の
境
地
に
引
き
込
ん
で
帰
さ
な
い
の
が
仏
典
を
漢
訳
し
智
嚢
と
呼
ば
れ
た
魏
代
呉
地
の
高
僧
支
謙
（
字
は
恭
明
）
の
よ
う
な
上
人
で
あ
る
、
と
和
し
て
見
せ
る
（
註
）。13
陳
贄
が
振
上
人
を
釈
支
謙
に
擬
え
た
の
は
、
韓
翃
と
時
代
も
異
な
り
、
振
上
人
そ
こ
う
の
人
と
直
接
の
面
識
が
無
い
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
経
籍
を
博
覧
し
、
異
書
を
学
び
、
六
カ
国
語
に
通
じ
て
い
た
と
い
う
人
物
を
典
故
に
用
い
る
こ
と
で
、
振
上
人
と
い
う
人
物
を
陳
贄
な
り
に
解
釈
し
、
原
唱
の
趣
旨
に
近
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
詩
跡
「
慈
恩
寺
」
詠
の
よ
う
に
伽
藍
の
荘
厳
さ
を
捉
え
る
の
み
な
ら
ず
、
む
し
ろ
人
物
で
あ
る
上
人
の
も
と
に
到
り
、
そ
こ
で
始
め
て
禅
の
境
地
が
開
か
れ
て
行
く
様
を
捉
え
て
い
る
点
は
、
原
唱
、
和
詩
と
も
に
同
じ
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
、
境
地
は
人
が
開
く
と
い
う
論
理
を
構
築
す
る
原
唱
な
ら
で
は
の
趣
旨
を
理
解
し
得
る
自
分
が
あ
る
こ
と
を
陳
贄
は
和
詩
に
托
し
、
自
ら
を
表
出
し
て
い
る
。
決
し
て
釈
支
謙
を
振
上
人
と
対
比
さ
せ
、
上
人
と
は
別
個
の
人
物
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
詠
も
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
陳
贄
は
あ
く
ま
で
「
尭
の
服
」
を
着
（
次
韻
を
行
な
い
）、
自
ら
に
も
備
わ
る
「
尭
の
道
」（
唐
詩
の
旨
）
を
必
要
な
も
の
と
し
て
顕
在
化
し
て
見
せ
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
「
尭
の
服
」
を
着
て
「
尭
の
道
」
の
再
現
を
期
し
た
者
が
、
仮
り
に
「
誰
の
服
を
着
て
も
あ
な
た
は
あ
な
た
で
し
か
な
い
」
と
言
わ
れ
た
ら
、「
尭
の
服
」
を
着
た
意
味
が
な
い
。
模
倣
は
個
性
的
な
の
で
は
な
く
、
似
て
こ
そ
意
味
が
あ
る
。
そ
れ
が
陳
贄
ら
が
目
指
し
た
文
学
で
は
な
か
っ
た
か
（
そ
れ
を
「
假
景
虚
情
」
と
評
し
て
一
蹴
す
る
か
否
か
は
、
も
は
や
評
者
個
々
の
文
学
観
に
委
ね
ら
れ
よ
う
）。
註
１
、『
唐
音
』
の
特
色
、
意
義
、
後
世
へ
の
影
響
、
お
よ
び
陳
贄
、
張
楷
、
楊
栄
（
三
楊
の
一
人
の
そ
の
人
で
は
な
く
、『
和
唐
詩
正
音
』
の
著
者
、
字
は
時
秀
）
等
が
そ
の
『
唐
音
』
の
意
義
を
理
解
し
、
こ
ぞ
っ
て
和
韻
し
た
こ
と
は
、
陳
国
球
『
明
代
復
古
派
唐
詩
論
研
究
』
北
京
大
学
出
版
社
（
二
〇
〇
七
年
）
に
詳
し
い
。
註
２
、
こ
の
時
代
、
徐
泰
は
同
姓
同
名
が
い
る
。
字
は
士
亨
は
、
羅
田
に
知
た
り
、
成
化
十
五
年
卒
、
享
年
五
十
一
（
一
四
二
九
－ 一
四
七
九
）
と
あ
り
、
別
人
で
あ
る
。
こ
こ
は
字
は
子
元
、
海
鹽
の
人
、
徐
光
澤
泰
と
呼
ば
れ
、
弘
治
甲
子
の
挙
人
、
光
澤
縣
の
知
縣
に
官
た
り
、
著
に
『
詩
談
』（「
叢
書
集
成
」
初
篇
所
収
）
が
有
る
。
註
３
、
故
事
が
模
倣
文
学
の
批
評
理
論
に
援
用
さ
れ
る
好
く
知
ら
れ
る
例
と
し
て
は
、『
史
記
』
滑
稽
列
伝
の
「
優
孟
の
衣
冠
」
が
あ
る
。
二
二
頁
註
４
、
明
の
楊
栄
も
同
姓
同
名
が
い
る
。
餘
姚
の
楊
栄
（
一
四
三
八
－ 一
四
八
七
、
字
は
時
秀
、
餘
姚
の
人
）
に
は
「
江
南
旅
懐
」「
宿
武
陽
川
」
等
の
「
和
『
唐
音
』」
が
あ
る
。
著
名
な
三
楊
の
ひ
と
り
建
安
の
楊
栄
（
一
三
七
一
－ 一
四
四
〇
、
字
は
勉
仁
は
、
文
敏
と
諡
さ
る
）
は
、
張
楷
の
「
和
『
唐
音
』」
に
序
を
寄
せ
て
い
る
が
、
餘
姚
の
楊
栄
と
は
別
人
で
あ
る
。
註
５
、
朱
子
は
こ
の
故
事
を
「
性
分
之
内
、
萬
理
皆
備
。
隨
處
發
見
、
無
不
可
師
」
と
解
し
、
人
の
性
に
は
万
物
皆
備
わ
っ
て
い
る
の
で
、随
処
で
道
を
求
め
さ
え
す
れ
ば
、そ
れ
は
す
べ
て
得
ら
れ
る
、と
言
う
。
張
少
康
『
先
秦
諸
子
的
文
藝
觀
』
上
海
文
藝
出
版
社
（
一
九
八
一
年
）
は
、
宋
儒
が
「
物
我
一
理
」
と
し
て
重
ん
じ
た
そ
の
「
萬
物
皆
備
於
我
」（
万
物
は
皆
我
に
備
は
れ
り
。『
孟
子
』
尽
心
上
）
を
、
主
観
唯
心
主
義
と
す
る
。（
釜
谷
武
志
訳
『
諸
子
百
家
の
文
芸
観
』
汲
古
書
院
（
一
九
八
五
年
）
参
照
。）
註
６
、
張
楷
の
擬
作
詩
性
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
擬
作
詩
と
し
て
の
明
の
張
楷
『
和
唐
詩
』」（
中
國
中
世
文
學
會
『
中
國
中
世
文
學
研
究
』
六
十
六
号
（
二
〇
一
五
年
）
掲
載
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
註
７
、陳
贄
は
寧
ろ
、宋
の
董
嗣
杲
「
西
湖
百
詠
」の
全
篇
に
一
首
々
々
順
次
に
和
し
た
「
和
『
西
湖
百
詠
』」
九
十
六
首
の
方
で
名
を
知
ら
れ
、
そ
れ
は
「
西
湖
百
詠
」
の
一
篇
々
々
と
肩
を
並
べ
る
形
で
上
梓
さ
れ
て
い
る
。「
四
庫
提
要
」
に
は
「
嗣
杲
詩
格
頗
工
整
、
贄
所
和
才
力
稍
弱
、
亦
足
肩
隨
」
と
評
さ
れ
る
。
註
８
、
楊
栄
や
邵
宝
は
、
旅
先
の
「
舟
中
」
に
於
け
る
「
和
『
唐
音
』」
で
知
ら
れ
、「（
楊
）
榮
工
詩
、
會
試
舟
中
取
唐
音
和
之
、
月
餘
成
帙
。
一
時
風
尚
和
唐
音
者
累
累
、
而
榮
能
得
其
風
致
。」（
楊
栄
は
詩
に
工
み
に
し
て
、会
試
の
舟
中
に
て
唐
音
を
取
つ
て
之
に
和
し
、月
餘
に
し
て
帙
成
る
。一
時
の
風
の
「
和
唐
音
」
を
尚
ぶ
者
は
累
々
た
る
も
、
而
も
栄
能
く
其
の
風
致
を
得
た
り
。
姚
江
「
逸
詩
傳
」）
等
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。
註
９
、
劉
攽
（
字
は
貢
父
）『
中
山
詩
話
』
に
「
兩
詩
偶
似
、
次
韻
皆
奇
作
也
」
と
言
い
、
宋
の
阮
閲
『
詩
話
總
龜
』
に
も
「
兩
詩
韻
同
、
而
意
調
亦
同
」（
逸
文
）
と
言
う
。
註
、
な
お
張
籍
は
「
宿
臨
江
驛
」
詩
と
「
夜
到
漁
家
」
詩
（「
漁
家
在
江
口
、
潮
水
入
柴
扉
。
行
客
欲
投
10宿
、
主
人
猶
未
歸
。
竹
深
村
路
遠
、
月
出
釣
船
稀
。
遙
見
尋
沙
岸
、
春
風
動
草
衣
」）
も
同
韻
で
詠
み
、
「
規
格
」
が
似
て
い
る
の
で
、『
瀛
奎
律
髓
』
に
は
「
此
二
首
規
格
相
似
。
劉
長
卿
有
一
首
、
亦
然
」（
此
の
二
首
の
規
格
相
似
た
り
。
劉
長
卿
に
も
一
首
有
り
、
亦
た
然
り
）
と
評
さ
れ
る
。
そ
も
そ
も
上
平
声
五
「
微
」
韻
を
踏
む
詩
は
甚
だ
多
く
、
偶
然
に
重
な
る
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
た
と
え
ば
唐
の
萬
楚
「
題
江
潮
莊
壁
」
詩
（「
田
家
喜
秋
熟
、
歳
晏
林
葉
稀
。
禾
黍
積
塲
圃
、
樝
梨
垂
戸
扉
。
野
閑
犬
時
吠
、
日
暮
牛
自
歸
。
時
復
落
花
酒
、
茅
齋
堪
解
衣
」）
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
詩
は
、
秋
を
詠
み
つ
つ
も
素
材
や
テ
ー
マ
（
農
事
）
が
異
な
る
の
で
、
同
韻
、
同
規
格
と
い
っ
て
も
、
必
ず
し
も
風
格
や
趣
旨
が
張
籍
「
宿
臨
江
驛
」
詩
と
相
似
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
。「
尭
の
服
」
と
い
え
ど
も
、
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、「
尭
の
言
、
尭
の
行
」
も
一
役
担
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
註
、
こ
の
李
建
中
「
題
望
湖
樓
」
詩
は
、
同
じ
く
宋
の
蘇
為
「
湖
亭
（
湖
州
作
）」
詩
と
ほ
ぼ
同
じ
で
、
11五
、
六
句
目
を
蘇
為
は
「
柳
色
濃
垂
岸
、
山
光
冷
照
衣
」
に
作
っ
て
い
る
点
の
み
が
大
き
く
異
な
る
。
宋
の
呉
処
厚
（
字
は
伯
固
）『
青
箱
雑
記
』
が
「
以
李
建
中
詩
、
是
蘓
爲
知
呉
興
日
所
作
、
未
知
孰
是
」
と
言
う
よ
う
に
、
あ
る
い
は
蘇
為
の
作
か
も
知
れ
な
い
。
註
、
宋
、
胡
仔
『
苕
溪
漁
隠
叢
話
』
に
「
閲
『
古
今
詩
話
』
得
四
詩
、
皆
材
格
相
肖
、
語
亦
清
新
、
今
併
12録
之
、
以
備
披
閲
」（
…
…
四
詩
を
得
る
を
閲
れ
ば
、
皆
材
格
相
肖
た
り
、
…
…
）
と
あ
る
。
註
、
支
郎
は
、
三
国
呉
に
つ
か
え
た
僧
侶
の
支
謙
。
梁
、
釋
慧
皎
『
高
僧
傳
』
に
「
釋
支
謙
、
字
恭
明
、
13一
名
越
本
、
月
支
人
、
博
覽
經
籍
、
莫
不
諳
究
、
世
間
伎
藝
、
多
所
綜
習
、
遍
學
異
書
、
通
六
國
語
。
孫
權
拜
爲
博
士
、
謙
以
經
多
梵
文
、
集
衆
本
、
譯
爲
漢
文
、
行
於
世
」
と
見
え
る
。
